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=�� !\]QR?HDBHE@AF�GQ Â_`abAEde~�2�G���b���*KZ["

�EHIHJD�"

A@IJHC�"

JHIAJi�"
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(2)イ 人口ピラミッド 
年齢階級別人口(2015 年) 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     
 

資料：総務省統計局「国勢調査」 
 
 
 
 
年齢階級別推計人口 (2045 年) 
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料： 国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計） 

 

 



- 5 - 

 

 (3)人口動態 
ア 高梁市・新見市出生数の推移及び高梁新見医療圏域と岡山県の出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 
 
○令和 3 年の圏域出生数は 228 人、出生率は人口千対 4.1(県 7.1)で平成 2 年から 4.2 ポイント減少。 

 
イ 高梁市・新見市死亡数の推移及び高梁新見医療圏域と岡山県の死亡率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：厚生労働省「人口動態統計」 
 
○令和 3 年の死亡数は 1121 人、死亡率人口千対 19.9(県 12.4)で増加傾向です。令和 3 年は 883 人の人口

自然減少がありました。 
 

平成2年
(1990)

平成7年
(1995)

平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

令和2年
(2020)

令和3年
(2021)

高梁出生数 358 319 256 198 199 160 111 118
新見出生数 361 271 275 269 187 170 118 110
圏域出生率 8.3 7.1 6.7 6.2 5.6 5.3 4.0 4.1
岡山県出生率 10.0 9.6 9.8 8.6 8.7 8.2 7.3 7.1

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0
12.0

0
50

100
150
200
250
300
350
400

出生数及び出生率の推移

平成2年
(1990)

平成7年
(1995)

平成12
年

(2000)

平成17
年

(2005)

平成22
年

(2010)

平成27
年

(2015)

令和2年
(2020)

令和3年
(2021)

高梁死亡数 508 518 522 552 537 563 540 550
新見死亡数 446 457 457 500 547 563 544 561
圏域死亡率 11.1 11.7 12.3 14.1 15.7 17.9 19.0 19.9
岡山県死亡率 8.0 8.5 8.7 9.5 10.5 11.3 11.7 12.4

0.0
5.0
10.0
15.0
20.0
25.0

0
100
200
300
400
500
600

死亡数及び死亡率の推移
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ウ 高梁・新見保健医療圏域 主な死因の内訳(令和 3 年 死亡総数 1,111 人 

 

 

 

 

 

 
 

資料：厚生労働省「人口動態統計」、県医療推進課「衛生統計年報」 
 
エ 高梁・新見保健医療圏域 主な死因の年次推移(人口 10 万対) 

 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
資料：厚生労働省「人口動態統計」、県医療推進課「衛生統計年報」 

 
オ 男性平均寿命（H22/R3）          女性平均寿命（H22/R3） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
資料：厚生労働省「生命表」           資料：厚生労働省「生命表」 

悪性新生物
23%

心疾患
18%

老衰
10%

肺炎
9%

脳血管疾患
7%

不慮の事故
2%

腎不全
2%

誤嚥性
肺炎
3%

アルツハ
イマー

2%

間質
性肺
疾患
1%

自殺
1%

肝疾患
1%

その他
21%

令和3年 主な死因の内訳 令和 3 年死因の内訳は、死亡総数 1111 人に
対し、悪性新生物が 23％(人口 10 万対 462) 
で最も多く、心疾患が 18％(人口 10 万対
357)で 2 番目に多い。また、肺炎 9％(人口
10 万対 170)、脳血管疾患 7％(人口 10 万対
142)の順になくなる割合が高い状況です。 
 
平均寿命は R2 年男性では、県 81.9 歳、高
梁市・新見市とも 88.6 歳です。女性では県
88.3 歳、高梁市 88.4 歳、新見市 88.5 歳で
県と同じ傾向です。 

79.8 
80.4 

79.8 

81.9 81.6 81.6

78.0
79.0
80.0
81.0
82.0
83.0

岡
山
県H22

高
梁
市H22

新
見
市H22

岡
山
県R2

高
梁
市R2

新
見
市R2

平均寿命男

86.9
86.0 

87.0 

88.3 88.4 88.5

84.0
85.0
86.0
87.0
88.0
89.0

岡
山
県H22

高
梁
市H22

新
見
市H22

岡
山
県R2

高
梁
市R2

新
見
市R2

平均寿命女

H29年 H30年 令和1年 令和2年 令和3年
悪性新生物 439 442 403 427 462
心疾患 329 319 319 335 357
老衰 124 130 128 152 188
肺炎 155 174 157 152 170
脳血管疾患 164 150 174 150 142

0100200300400500
主な死因の年次推移(人口10万対）
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カ 標準化死亡比（SMR:人口構成の違いによる死亡率を補正：全国を 100 とする） 
 
  疾患ごとの SMR 高梁市 男性              高梁市 女性 
 

 
 
 

疾患ごとの SMR 新見市 男性              新見市 女性 
 

                 
資料：厚生労働省「H25~H29 年人口動態統計特殊報告」 

 
○平成 25 年〜29 年の SMR では、国を 100 とした場合、高梁市男 221.9、女 205.7、新見市男 169.7、女

203.3 といずれも急性心筋梗塞が高い傾向にあります。 
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キ 乳児死亡の推移 

 

 

 

 

 
 
資料 厚生労働省「人口動態統計」  
○乳児死亡 R3 年は 1 人です。近年は 1〜0 人を推移しています。 
 
ク 死産数及び死産率の推移               (単位：死産数は胎、死産率は出生千対) 

 
資料 厚生労働省「人口動態統計」  
○死産数が平成 2 年に比べ減少傾向で、令和 3 年は 7 胎、死産率は 29.8(出生千対)です。なお、7 胎のうち

人工死産は 5 胎(高梁 2・新見 3)です。 
 
ケ 周産期死亡数及び周産期死亡率の推移         (単位：人、周産期死亡率(出生千対)) 

資料 厚生労働省「人口動態統計」 
○周産期死亡(妊娠満 22 週以降の死産と早期新生児死亡(生後 1 週未満の死亡) 令和 3 年は 1 人で周産期

死亡率は 4.4(県 2.9)です。出生数の減少により周産期死亡率は高めになります。 

平成2年
(1990)

平成7年
(1995)

平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

令和2年
(2020)

令和3年
(2021)

高梁死産 19 11 6 8 15 7 3 4

新見死産 20 9 4 3 2 2 0 3
圏域死産死亡率 51.5 32.8 18.5 23.0 42.2 26.5 12.9 29.8

岡山県死産死亡率 40.0 33.7 30.5 29.0 24.3 21.5 19.4 18.8

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0

0
5

10
15
20
25

死産数及び死産率の推移

平成2年
(1990)

平成7年
(1995)

平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

令和2年
(2020)

令和3年
(2021)

高梁周産期死亡 3 4 1 0 2 1 0 1
新見周産期死亡 4 1 0 0 2 0 0 0
圏域周産期死亡率 9.7 8.5 1.9 0.0 10.3 3.0 0.0 4.4
岡山県周産期死亡率 5.3 5.8 4.0 4.2 3.5 3.5 2.4 2.9

平成2年
(1990)

平成7年
(1995)

平成12年
(2000)

平成17年
(2005)

平成22年
(2010)

平成27年
(2015)

令和2年
(2020)

令和3年
(2021)

高梁乳児死亡数 4 1 2 1 1 1 0 1
新見乳児死亡数 2 1 0 0 0 0 0 0

圏域乳児死亡率 8.3 3.4 3.8 2.1 2.6 3.0 0.0 4.4

岡山県乳児死亡率 5.4 4.1 3.0 3.2 1.7 1.5 1.5 1.5

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0

0
1
2
3
4

乳児死亡数及び乳児死亡率の推移
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３ 医療従事者の状況 
 

（1）医師・⻭科医師・薬剤師数(登録者数)    H26 年及び R2 年 12 月 31 日現在 

区分 
医師 ⻭科医師 薬剤師 

人数 人口 10 万対 人数 人口 10 万対 人数 人口 10 万対 
圏域 H26 99 152.7 37 57.1 105 162.0 
圏域 R2 101 178.2 35 61.8 99 174.7 
県  H26 5,760 299.4 1,715 89.1 3,937 204.6 
県  R2 5,210 276.9 1,807 96.0 4,281 227.6 

資料：厚生労働省「医師・⻭科医師・薬剤師調査」（H26 年・R2 年） 
 
 
(2) 保健師、助産師、看護師、准看護師数            H26 年・R2 年 12 月 31 日現在 

区分 
保健師 助産師 看護師 准看護師 

人数 
人口 
10 万対 

人数 
人口 
10 万対 

人数 
人口 
10 万対 

人数 
人口 
10 万対 

圏域 H26 69 111.6 10 16.2 574 928.5 264 427 
圏域 R2 77 135.4 11 19.3 619 1,088.2 216 379.8 
県  H26 974 50.9 517 27.0 22,563 1,178.0 4,828 252.1 
県  R2 1,969 56.8 553 29.4 24,240 1,287.7 4,151 220.5 

資料：看護職員業務従事者届、岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査」 
 
(3) その他の医療従事者（コメディカル） 

 理学 
療法士 

作業 
療法士 

管理 
栄養士 

診療放射 
線技師 

 言語 
聴覚士 

臨床検査
技師 

⻭科 
衛生士 

常勤 （人） ４７ ２８ ２１ １９ 配置 
医療機関数 ５機関 ７機関 ２機関 

非常勤（人） ４ ３ １ ３ 
資料：厚生労働省「病床機能報告」（R4 年）及び備北保健所調 
 
(4) 医師 

ア 就労場所                     H26 年・R2 年 12 月 31 日現在 

  病院 診療所 
介護老人
保健施設 

教育機関 行政機関 その他 合計 

圏域 H26(人) 49 39 2 8 1 0 99 
圏域 H26(%) 49.5% 39.4% 2.0% 8.1% 1.0% 0.0% 100.0% 
圏域 R2(人)  54  31  5 10 1 0 101 

圏域 R2(%) 53.5% 30.7% 5.0% 9.9% 1.0% 0.0% 100.0% 

県  R2(％) 68.6% 27.5% 1.1% 1.6% 0.7% 0.5% 100.0% 
資料 厚生労働省「医師・⻭科医師・薬剤師調査」（H26 年・R2 年） 
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イ 年齢構成割合                       R2 年 12 月 31 日現在 

 

 

 

 

資料 厚生労働省「医師・⻭科医師・薬剤師調査」（R2 年） 
 

○R2 年の圏域の医師数は 101 人で、人口 10 万対で比較すると、圏域は、県 276.9 人の 64.4%に当
たる 178.2 人でした。地域枠医師や自治医師の配置による就業もありますが、依然として医師不
足は続いています。 

 
○就業場所は病院がやや増加、診療所は減っており、医師の年齢構成は、60 歳以上が 57.4%を占め

(県 31.4%)、医師の高齢化が進んでいます。 
 
 
(5)⻭科医師   

就労場所                       H26 年・R2 年 12 月 31 日現在 

  病院 診療所 介護老人
保健施設 教育機関 行政機関 その他 合計 

圏域 H26(人) 2 22 0 0 0 0 24 
圏域 H2(％) 8.3% 91.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
圏域 R2(人) 1 33 0 0 0 1 35 
圏域 R2(%) 2.9% 94.3% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 100.0% 
県  R2(%) 17.2% 80.4% 0.0% 1.2% 0.3% 0.9% 100.0% 
資料：厚生労働省「医師・⻭科医師・薬剤師調査」(H26・R2 年) 
 

○R2 年の圏域の⻭科医師数は 35 人で、人口 10 万対で比較すると、圏域は、県 96.0 人の 64.3%
に当たる 61.8 人でした。勤務場所は、診療所が 94.3％で、医科⻭科連携や高齢化に伴う在宅⻭
科診療の役割が期待されています。 
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(6)薬剤師 
就労場所                        H26 年・R2 年 12 月 31 日現在      

  病院 薬局の
開設者 

薬局の
勤務者 

教育 
機関 

行政 
機関 

企業
の従
事者 

老人
保健
施設 

その
他 合計 

圏域 H26(人） 23 9 60 3 4 4 0 2 105 
圏域 H26(%) 21.9% 6.7% 54.3% 2.9% 3.8% 3.8% 0.0% 1.9% 100.0% 
圏域 R2(人） 23 7 57 2 3 3 1 3 99 
圏域 R2(%) 23.2% 7.1% 57.6% 2.0% 3.0% 3.0% 1.0% 3.0% 100.0% 
県  R2(％) 25.2% 5.6% 53.4% 2.3% 1.9% 6.8% 0.4% 4.5% 100.0% 

資料：厚生労働省「医師・⻭科医師・薬剤師調査」(H26・R2 年) 
 
○R2 年の圏域の薬剤師数は 99 人で、人口 10 万対で比較すると、圏域は、県 227.6 人の 76.7%に

当たる 174.7 人でした。そのうち病院勤務が 23 人(23.2％)、薬局の開設又は勤務が 64 人(64.7％)
います。 
新型コロナウイルス感染症を通じ、訪問薬剤指導等対応薬局が増えました。高齢化に伴い、在宅
医療の推進の中で、訪問薬剤指導等薬剤師の役割は期待されています。 

 
 
(7)看護師・准看護師 

年齢構成割合                          R2 年 12 月 31 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
資料：看護職員業務従事者届、岡山県統計分析課「岡山県毎月流動人口調査」（2 年） 

    
○R2 年の圏域の看護師数は 619 人・人口 10 万対 1,088.2 人、准看護師数は 216 人・人口 10 万対

379.8 人で、看護師は増加しましたが、准看護師が減少し、人数としては維持されている状態で
す。  

○看護師及び准看護師の年齢構成割合をみると、60 歳以上の割合は、看護師 22.0％（岡山県 10.0％）、
准看護師 55.1％(岡山県 36.3％）で、看護職の高齢化、人材不足が今後の大きな課題です。 


